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は じ め に 

 臨床検査技師だけにかわらず、医師、薬剤師、

看護師などの医療職は国家試験に合格し、それぞ

れの資格を有している。各資格取得に際し、海外

学修者の受験を含めた例外的な受験手段はあるが、

基本的には医師、薬剤師、看護師、診療放射線技

師、理学療法士、作業療法士等の国家試験は、法

律で明確にされた大学または指定された学校であ

る「指定校」にて所定の単位取得が条件である。

ところが臨床検査技師の国家試験受験に対しては

法律で明記された「指定校」に加え、政令に基づ

いて厚生労働大臣から「承認」を受けて受験資格

を得る「承認校」の二種類がある(図 1)。 

 臨床検査技師養成所は専門学校、専修学校、短

期大学、大学に区分され、2011 年まで「指定校」

は専門学校、専修学校、短期大学であり、大学に

指定校は無かった。2012 年に神戸常盤大学保健

科学部医療検査学科が最初の「指定校」となった

後、2016 年に森ノ宮医療大学保健医療学部臨床

検査学科と国際医療福祉大学成田保健医療学部医

学検査学科、2017 年に川崎医療福祉大学医療技

術学部臨床検査学科が加わり、指定校は 4 校とな

ったが 2017 年度時点にて、この 4 校以外の臨床

検査技師養成大学は全て「承認校」である。 

 本稿では「指定校」と「承認校」の違いを含め、

神戸常盤大学保健科学部医療検査学科が指定校に

なった経緯、指定校になってからの状況を含め報

告する。 

I．指定校と承認校の違い 

指定校と承認校の区分を図 1 に示したが、臨

床検査技師国家試験(以後：国試)の受験資格とし

て「臨床検査技師等に関する法律」の第 15 条に

は､「指定校」で検査に必要な知識及び技能を修

得したものと明記され、臨床検査技師国試受験資

格者は「指定校」で履修した者のみと法的に解釈

できる。この法的解釈から、臨床検査技師になる

ための学校として 2011 年までは公的機関が発行

する書面から大学が省かれ、公的な臨床検査技師 

図 1 臨床検査技師養成校の区分 
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養成所は専門学校、専修学校、短期大学と認識さ

れ、公営放送でもそのように放送され、臨床検査

技師になるための大学は無いと誤解を与えたほど

である。尚、この放送は後に修正が報告されてい

る。 

 その放送がなされた 2009 年当時、臨床検査技

師国試受験資格を与えられる承認科目制の「承認

校」として大学は多数あった。2017 年時点では

専門学校、専修学校、短期大学の総数より承認校

として大学の方が多い。承認校の卒業生は臨床検

査技師国試受験資格を得るため、政令である「臨

床検査技師等に関する法律施行令」に則って履修

科目を申請する。具体的には「臨床検査技師等に

関する法律施行令」の第 18 条にある「生理学的

検査並びに採血及び検体採取に関する科目で厚生

労働大臣の指定するものを修めたもの」または

「保健衛生学の正規の課程を修めて卒業した者」

に基づき、厚生労働大臣から「承認」を受け、国

試受験資格を得る。最も効力のある行政機関の命

令である政令とは言え、法律外の「承認校」とし

て国試受験資格を得ているため、公的に臨床検査

技師養成所は専門学校、専修学校、短期大学と認

識されたゆえんである。 

 しかし、2012 年に神戸常盤大学保健科学部医

療検査学科が「指定校」となって以降は「医療関

係技術者養成制度解説」等の公的書類 1)に指定学

校として「大学」が加わり、公的に臨床検査技師

養成所として大学も認識されるようになった。 

II．大学指定校に向けて 

 神戸常盤大学と臨床検査技師養成の関わりは長

く、前身の神戸常盤短期大学衛生技術科が 1967

年に衛生検査技師養成所として厚生省(現在は厚

生労働省)から指定を受けた 50 年前までさかのぼ

る。その後 1974 年に臨床検査技師養成所として

文部省(現在は文部科学省)から指定を受けた。

2008 年には学校法人の創立 100 周年を迎え、神

戸常盤大学を開設し保健科学部医療検査学科とし

て 1 学年 80 名の定員で新たなスタートを切り、

2010 年 3 月に短期大学最後の卒業生を送り出し

た。大学化に向けた過程で開学初年度から指定校

を目指していたが、当時は文部科学省が大学の指

定校に難色を示していたこともあり指定校の規準

を満たしながらも、承認校として大学の歩みを始

めた 2)。 

 指定校を目指したのは「臨床検査技師を養成す

る大学としての襟を正したい」との表現がよいだ

ろうか。本校が文部科学大臣指定を受ける以前、

前述通りに法律上は臨床検査技師国試受験資格の

ある大学は存在せず、公式書面からも臨床検査技

師養成所一覧に大学は無かった。それ故、臨床検

査技師教育を知らない方には「臨床検査技師にな

るには大学は不要」と誤解され、その誤解を指定

校になることで払拭したいとの思いもあった。 

 指定校への道のりは本校だけの力では無く、表

1 に示すように多くの方々による長年にわたって

積み重ねられた礎があったからである。特に効果

的であったのは日本臨床検査学教育協議会に臨時

委員会として 2009 年に発足した、大学指定校化

委員会の働きである。 

 大学指定校化委員会の発足当時に日本臨床検査

学教育協議会の理事長をお務めでいらした三村邦

裕先生のご寄稿から 3)、文部科学省は承認科目制

であれば学生が様々な科目から選択でき、その結

果として臨床検査技師の受験資格を得られるとの

理由であったことが理解できる。日本臨床検査学

教育協議会では現在でも、総会及び臨時総会に文

部科学省高等教育局から医療技術係長にご出席を

願って指導を頂いている。それらの機会の中で日

本臨床検査学教育協議会として、大学の指定校化

の見通しについて助言を求めていた。 

 2011 年 5 月までは「自由な教育を規制する方

向にはならないという点と、方向転換を希望する

学生が出た場合に、科目承認制の方が対応可能で

はないか｡」と述べられていたが、2011 年の総会

時「もし指定校の希望があれば書類を揃えて提出

して欲しい」旨の回答を医療技術係長から得られ

た 3)。その回答を受け、神戸常盤大学では 2011 

年  10 月に文部科学省に指定校の申請を行い、

2012 年 3 月に大学で初の「指定校」として承認

された。 
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表 1 指定校への動き 

1989 年 

(平成元年) 
 日本臨床衛生検査技師会(日臨技)から文部省高等局長宛に 

 『臨床検査技師教育制度に関する要望書』の提出 

1997 年 

(平成 9 年) 
 日臨技から厚生大臣宛に『臨床検査技師・衛生検査技師等に関する法律』 

 の一部改正に関する要望書の提出 

2002 年 

(平成 14 年) 
 日臨技から文部科学大臣宛に 

 『臨床検査技師教育課程の養成校を指定校化することについて』の要望書の提出 

2009 年 

(平成 21 年) 
 臨床検査学教育協議会に臨時委員会として大学指定校化委員会が発足 

2011 年 

(平成 23 年) 
 指定校の希望があれば申請可能との回答を文部科学省高等教育局の医療技術係長から得る 

2012 年 

(平成 24 年) 
 神戸常盤大学保健科学部医療検査学科が承認校から指定校へ 

2016 年 

(平成 28 年) 
 森ノ宮医療大学保健医療学部臨床検査学科、 

 国際医療福祉大学成田保健医療学部医学検査学科が指定校として開校 

2017 年 

(平成 29 年) 
 川崎医療福祉大学医療技術学部臨床検査学科が指定校として開校 

 

表 2 指定校として意識的な変化 

・指定校への移行期に在籍している教員の覚悟 

・臨床検査技師育成との心構えが持てる 

・教育内容に臨床検査技師＋を常に考える 

・受験者が「指定校だから」と考える 

 

III．大学指定校になって 

 指定校と承認校時代の相違を見つけるのは難し

く、外面からは殆どわからない。筆者の本校着任

は 2009 年で、承認校としてすでに開学後であり、

短期大学として指定校時代の雰囲気を知らないか

らこそ、承認校から指定校への変換期を体験した

者としての実感である。 

 表面的には変化無いようだが、強いて上げれば

表 2 に示すような意識変化があったように感じ

る。特に承認校から指定校になる意義について教

員が理解し、指定校申請にむけて学科内の議論が

熟成する過程で、教員の覚悟が決まり「臨床検査

技師を育成する学科」であるとの方向性が決まっ

た点が大きい。繰り返すが、承認校から指定校と

なったからと言って、授業内容に縛りがあるわけ

でも無く、特色ある教育や研究は以前と遜色なく

実施出来ている。 

IV．学究活動について 

 前述のように本学は 2008 年に承認校として開

学し、当初より地域交流、国際交流、他学科との

交流等を学究活動に組み入れている。選択制及び

15 名の定員ではあるが、細胞検査士の受験資格

を得るコースとして細胞検査士養成課程を設け、

ここ数年は一次試験に全員合格、二次試験でも 8

割以上の合格率を保ち、2016・2017 年度は二次

試験も通して全員が合格している。 

 また研究施設の充実化も図り「ライフサイエン

ス研究センター」を設け、教員の研究促進をサポ

ートしている。共焦点レーザー顕微鏡、フローサ

イトメーター、リアルタイム PCR、ルミノイメ

ージアナライザー、デュアルルミノメーター等、

一通りの研究用高額備品が整っており、科学研究

費にも開学以来から継続して毎年数名が採択され

ている。 

 また、医療検査学科の枠にとらわれず、他学科

との大型共同研究を本学科が主導し、私立大学戦

略的研究基盤形成事業にて承認校時代の平成 22

～24 年度だけでなく、指定校になった後も平成 

25～27 年度に採択されている。これらの研究基

盤はさらに弾みをつけ、平成 29 年度から 5 年間
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の「私立大学研究ブランディング事業」にも採択

されるなど、指定校になっても研究アクティビテ

ィは変化無いことが分かる。 

V．特色あるカリキュラム 

 なんと言っても、入学直後から始まる保健科学

部「看護学科｣「医療検査学科｣、教育学部「こど

も教育学科｣、短期大学部「口腔保健学科」の各

学生数名ずつで構成された、小グループ制で行う

ディスカッション重視の必須授業だろう。筆者は

その科目責任者を務めたが、4 学科 300 名以上の

学生をまとめるため、核となる教員で授業内容を

前年 12 月頃から吟味し周到に準備した。4 月以

降は多数の教員が各学科から参画し、小グループ

の指導と言うより話が脱線しないようサポートし

ながら授業を進めていく。はじめは同学科のみで

話しをしていた学生も、授業が進むにつれ学科の

垣根を超えた会話になり、チーム医療の基本であ

るコミュニケーション、他者の理解を深めること

のきっかけとなる。教員は大変だが、結果的に教

員の FD 活動と言っても良い程に教員も得ること

が多い。 

 ついで本校の特色は地域に根ざした活動であり、

「地域交流センター」を設けて多彩な活動を行っ

ている。医療検査学科学生の例では、近隣の医療

施設を定期的に訪問し、該当医療機関と共に患者

さんやそのご家族とのイベントを学生が催すこと

もある。また他学科の学生と共に、長田区内のイ

ベントを企画・運営するなど、長田の「まちづく

り」に参画している。本校がある長田区は阪神淡

路大震災で最も大きく被害を受けたことから、有

事の対応や減災ボランティア活動、市民救命士講

習等も行っている。これらの活動は課程外の活動

が主だが、一部は選択制ではあるものの授業にも

組み込み、単位取得が可能である。 

 神戸市は国際都市とも呼ばれることもあるが、

本学でも短期大学時代から海外交流にも力を入れ、

特にネパールとは 20 年にも及ぶ交流を保ってい

る。ネパールとの交流は「国際交流センター」を

通じ、隔年でネパールへ学生派遣または本学がネ

パールからの研修生を受けている。また、JICA

研修生をお招きして体験報告会を国際交流センタ

ーが主導し、海外貢献について関心や理解を深め

ている。医療検査学科では必須授業として「国際

保健医療活動 I」の講義、選択授業として「国際保

健医療活動 II」を演習としてネパールのカトマン

ズ市、フィリピンのマニラ市、アメリカのボスト

ン市を訪問し、医療施設での研修を行い、ネパー

ルでは現地学生との交流も実施している 4)。これ

らの国際的な活動を平素から行っていること、第 

32 回世界医学検査学会(IFBLS)が同時期に開催さ

れたことも踏まえ、2016 年に本学で開催した、

第 11 回日本臨床検査学教育学会学術大会はテー

マを「臨床検査技師の国際化」とさせて頂いた 5)｡ 

VI．指定校の意義 

 これまで述べて来たように本学では指定校にな

っても、承認校時代となんら変わらぬ教育を行え

ている。大学で臨床検査技師教育を行うなら、指

定校になっても研究活動や授業形態に大きな縛り

は無いことは明白である。 

 指定校になるとの意義は、臨床検査技師を目指

して入学した学生に対し、国家試験で出題される

科目を全て授業として行い、学内実習や臨地実習

を行うとの責任を果たしている証とも言える。こ

の辺が冒頭で述べた「臨床検査技師を養成する大

学としての襟を正したい」との表現につながる所

以であり、本校が指定校になった意義でもある。 

VII．医療職資格の今後 

 日本での急速な少子高齢化、それに対応できる

地域包括ケアシステムの構築から医療従事者は目

が離せない。厚生労働省ではこれらに対応出来る

よう､「地域共生社会」の実現に向けて(当面の改

革 工 程)を  2017 年  2 月 に公 表 し た  6)。前 年 の

2016 年 5 月には地域包括ケアの深化に向けた新

たな施策展開のために必要な事として、医療・福

祉人材の最大活用のための養成課程の見直しを行

うと発表している 7)。その中には、医療・福祉の

複数資格に共通の基礎課程を創設し、さらに各資

格において専門課程を履修するとの 2 階建ての養

成課程へ再編することの検討が含まれ、医療・福
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祉関連の複数資格に対応した共通カリキュラム導

入を検討するともある。 

 具体的に上げられた資格を表 3 に示すが、そ

の中に「臨床検査技師」も含まれている。それら

の医療資格の中で臨床検査技師にのみ国試受験に

際し「承認」制度がある。ここで懸念される点は

国試受験資格の承認基準が指定規則と異なり、図 
2 のように臨床検査技師国試出題科目の一部を履

修せずとも受験可能であり、臨地実習は 1 単位で

良いなど、同じ免許を有しながら履修科目が異な

る点である。 

 筆者は学生の選択肢を広げる承認制度のあり方

は基本的に賛成である。だからこそ、承認制度を

保ちながら担保された臨床検査技師養成を行うた

め、承認校も指定校も同一の履修科目とすること 

 

表 3 共通カリキュラムの導入が検討されている資格 

 医療資格  看護師 

 准看護師 

 理学療法士 

 作業療法士 

 視能訓練士 

 言語聴覚士 

 診療放射線技師 

 臨床検査技師 

 福祉資格  社会福祉士 

 介護福祉士 

 精神保健福祉士 

 保育士 

が好ましいと思う。そのようになれば、前述した

「医療・福祉関連の複数の資格に対応した共通の

カリキュラムの導入」へ対応が可能にもなる。 

さ い ご に 

 本学新入生から本校を選んだ理由として「臨床

検査技師教育をちゃんと行っている大学だから｣､

「臨床検査技師養成の指定校だから」との声を少

なからず聞く。そのような学生達に接すると、指

定校にして良かったと思うと同時に、臨床検査技

師を目指す学生に対して臨床検査業務の重要性、

臨床検査技師として専門性をもって生きる楽しさ

を伝えたいと強く思う。 

 大学でも臨床検査技師養成の指定校化は決して

難しいことでは無く、指定規則とのルールが有る

がゆえ、かえって動きやすいとも言える。専門学

校や短期大学が 3 年で指定規則に沿い臨床検査技

師を養成できているのだから、1 年余裕がある大

学では充分に特色ある臨床検査技師を養成できる。 

 臨床検査技師養成の承認制度の特徴である「学

生が様々な科目から選択でき、その結果として臨

床検査技師の受験資格を得られる」との点は、多

様性に応じた教育が可能との意味で、優れた制度

とも言える。臨床検査技師教育に指定校と同一の

履修科目が導入されたとしても、臨床検査技師養

成へ真摯に取り組んでいる大学なら無理なく対応

できることを指定校の先駆け大学として繰り返し

お伝えし、本稿を閉じさせて頂きたい。 

 

 

図 2 指定校と承認校の主な違い 
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